
神奈川県内の「やぐら」集成 (3)

「やぐら」出土の石造塔類について一

中世研究プロジェク トチーム

はじめに

本プロジェクトでは、平成14年度から、中世の神奈川を特色づける遺構である「やぐら」の共同研究を行

っている。 14年度は発掘調査が実施された「やぐら」に関する基礎データの集成、 15年度は上行寺東やぐら

群を中心とする横浜市南部地域の「やぐら」群を対象に、分布状況、形態的特徴、出土遺物等から検討を加

えた。

今年度からは、「やぐら」内で発見された五輪塔や宝腋印塔、板碑等の石造塔婆類について検討すること

とした。本年度は出土事例を中心とした基礎データの集成を行い、来年度以降、集成したデータの本格的な

分析 ・検討を行うことにしたい。

また、これに加えて、前回集成の遺漏分および平成14年度の集成以後に報告書が刊行された 「やぐら」の

調査事例についても、補遺として掲載する。

石造塔類集計表例言

1.本集計表は2004年12月現在公刊されている発掘調査報告書に基づき、「やぐら」及び「やぐら」に類する遺構か

ら出土した石造塔類を集計したものである。

2.発掘調査報告以外の、分布調査、資料紹介等で報告されているものは除外した。

3.石造塔は宝筐印塔・五輪塔 ・板碑・ 一石五輪塔に大別し、宝筐印塔と五輪塔は石材ごと、部位ごとに集計した。

4.石材の表記は安山岩 ・凝灰岩に統一した。 「伊豆石」は安山岩、 「砂岩」「凝灰質砂岩」「鎌倉石」は凝灰岩とした。

5.宝膀印塔 ・五輪塔の各部位の名称は第 1図の表記に統一した。

6.文献番号は後出の文献一覧と対応する。
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第 1表 やぐら出土石塔集計表
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宝匿印塔（安山岩） 五輪塔（安山岩） 宝饒印塔（凝灰岩） 五輪塔（凝灰岩） 一石五輪塔

塔身 基礎 空風輪 火輪 水輪 地輪 塔身 基礎 空風輪 火輪 水輪 地輪
板 文

遺跡名 遺構名 相傘
反

相 傘
反 敬 備考（紀年銘等）梵梵

銘銘 花
梵梵 梵梵 梵梵 梵梵 梵宇 梵梵 銘銘 花 梵梵 梵梵 梵梵 梵梵 銘 碑 部位 献

輪蓋 字字 字字 字字 字字 輪 蓋 字字 字字 字字 字字 量
無有 座 字字 誓 無有 座 字字 有

無有 無有 無有 無有 無有 無有 無有 無有 無有 無有

荒井やぐら 2 2 6 
報告料に石材の記載な し、写真

から凝灰岩と判断
l 

長昌寺前横穴群
第4逍構 2 1 3 3 

第4遺構前方 「口文六年」 （延文？、136]?)
2 

2 2 I ！ 2 2 1 5 

第11号石窟 l 1 2 I 2 

釜利谷東6丁目西
第20号石窟 20 1 2 3 

地区やぐら群
第23号石窟 l 3 

第26号石窟 2 

第3号小穴 I 

釜利谷やぐら逍跡
14号やぐら j 報告,'Fに石材の記載なし、写真
供狡塚 から安山岩と判断。他に宝珠？

4 
2 

瀬戸町やぐら群 第5号やぐら I I I 5 

泥牛庵脇やぐら群 第4号やぐら 2 2 
火輪の刻字は「蓮」 。他に砂岩

1 1 I 
の部位不明石塔 l点。

6 

9号やぐら I 

10号やぐら 3 I I I 

13号やぐら I 

14号やぐら l 3 

15号やぐら 3 2 2 4 4 l 

17号やぐら I 2 I I 3 2 4 2 
地輪に「応永十七年(14IO)」、

「永享八年(1436)」

18号やぐら l 3 1 4 3 J l 3 I 2 3 3 地輪に「永徳三年(1383)」

19号やぐら l l 3 l I I I 3 五輪塔浮彫 2

20号やぐら 五輪塔浮彫 2

21号やぐら 2 J 5 J 3 I 

上行寺束やぐら群
22号やぐら

地輪に「伐仙」、月輪梵字2。 7 
l 1 I 13 3 7 3 10 2 4 8 I I 

五輪塔浮彫］、阿弥陀如来浮彫

23号やぐら 3 2 5 2 

24号やぐら I 

26号やぐら I 4 3 2 

28号やぐら I I l 5 

29号やぐら I 2 I I I I 1 I 

30号やぐら I 2 I 

31号やぐら I I j I l l l 

34号やぐら I 3 2 2 6 12 2 

35号やぐら 5 1 3 2 月輪梵字

36号やぐら l 
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宝餞印塔（安山岩） 五輪塔（安山岩） 宝箆印塔（凝灰岩） 五輪塔（凝灰岩） 一石五輪塔

塔身 碁礎 空風輪 火輪 水輪 地輪 塔身 基礎 空風輪 火輪 水輪 地輪
板 文

遺跡名 遺構名 相 傘
反

相 傘
反 数 備考（紀年銘等）梵梵 花 梵梵 梵梵 梵梵 梵梵梵字 梵梵 梵梵 梵梵 梵梵 梵梵 銘 碑 献

輪 蓋 字字
銘銘

字字 字字 字字 輪 蓋 字字
銘銘 花

字字 字字 字字
部位 量

無有 座
字字 ・

無有 座 字字 有
無有 無有 無有 無有 無有誓 無有 無有 無有 無有 無有

37号やぐら l 8 2 3 I I 

38号やぐら 1 2 I 4 I 2 I l 
基礎に「氷享十二年(1440)」、
月輪梵字 7 

上行寺束やぐら群 41号やぐら 1 I I 

43号やぐら 3 1 2 I 2 3 

1号窟 I 1 

2号窟
8 

l 1 

1号やぐら 3 4 3 2 3 29 2 70 1 24 1 7 4 l I 16 33 

2号やぐら I 

3号やぐら 2 

4号やぐら 1 

六捕大逍やぐら群
6号やぐら 1 1 2 l 2 

7号やぐら 2 
， 

8号やぐら 2 I 1 2 l 2 14 

12号やぐら I 

2号防空壕 2 3 6 2 l 2 ]] 7 8 II l 4 2 II 3 
9号やぐらから持ち出された
もの

第9号横穴 l I 

六浦北部遺跡
第10号横穴 1 

第11号横穴
10 

I 

第16号横穴 3 1 

朝比奈砦
1号「やぐら」 1 I 2 I 

2号 「やぐら」
II 

1 2 

3号やぐら 1 I I l 

4号やぐら I I 2 

5号やぐら I l l I 

6号やぐら I l 

8号やぐら I 

8号やぐら 2 l 

番楊ヶ谷やぐら群
12号やぐら I l I 2 I 2 

13号やぐら 地輪に元徳三(1331)年
12 

I I 1 

14号やぐら 3 I 2 

15号やぐら I I 

16号やぐら I 

17号やぐら 2 I 

18号やぐら 1 I 1 1 

19号やぐら 1 I J 

ー，—....:.所稲前小路·辿
2号窟

跡内やぐら
2 2 2 l 2 I ］ 1 l l 13 
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宝簑印塔（安山岩） 五輪塔（安山岩） 宝匿印塔（凝灰岩） 五輪塔（凝灰岩） 一石五輪塔

塔身 基礎 空風輪 火輪 水輪 地輪 塔身 墓礎 空風輪 火輪 水輪 地輪
板 文

遺跡名 遺構名 相 傘
反

相 傘
反 数 備考（紀年銘等）梵梵

銘銘 花
梵梵 梵梵 梵梵 梵梵字梵 梵梵 銘銘 花 梵梵 梵梵 梵梵 梵梵 銘 碑 部位 献

輪 蓋 字字 字字 字字 字字 字字・ 輪 蓋 子’→~『子→―’ 字字 字字 字字 字字 有
量

無有 無有
座
無有 無有 無有 無有誓 無有

無有 座
無有 無有 無有 無有

光触寺旧椛内辿跡 4号窟 3 1 I 6 7 

内やぐら 溝状辿構 1 I l 
14 

公方歴敷跡内やぐ
時期不明辿構 1 15 

ら

宅l!ll谷西第 2やぐ
3号やぐら l 2 16 

ら群

大倉硲府北迎跡 1号やぐら l I 17 

大介硲府北やぐら 2号やぐら I 
18 

群 5号やぐら 2 2 2 2 

1号窟 I I I 

杉本寺周辺追跡内 2号窟 l ］ 1 2 I 
やぐら

19 
4号窟 2 3 I I 

5号窟 I 

八娯神社培内 2 2 I 4 l 4 20 

山王盤束谷やぐら 第 1号やぐら l I 2 I I l I I 
21 

群 第5号やぐら 1 

2号やぐら 3 j 基礎に応永八(140])

基礎にlifJ徳二(1391)、三

新普光寺跡lk]やぐ
(1392)、四（二ニ）（1393)、五 22 

コ字区画辿構 17 17 2 17 2 14 18 2 I I I I I I I 
(1394)、応水二(1395)7点、八

ら
(1401)2点、廿二二 (1415)

第1号やぐら I I 3 I 3 2 28 l 5 4 l 他にデイ サイ トの宝塔 l点
23 

第2号やぐら 1 7 

第2号やぐら

第3号やぐら 1 1 1 

弁ヶ谷束やぐら群 第4号やぐら j 24 

やぐら一括 2 2 3 3 2 
空風輪のうち 1つの刻字は

「妙法」

弁ヶ谷やぐら群 1号やぐら I 25 

弁ヶ谷やぐら群 1号やぐら I I I J 1 26 

第1号やぐら I l I I 27 

II号やぐら I I I l I I I I 5 1 3 1 3 4 基礎に応永tt(1413)八月六

長勝寺跡内やぐら 12号やぐら l I 

群 13号やぐら ］ 28 

15号やぐら J I 

19号やぐら I I 

3 ・ 4 ・ 6号や
他に台座 1点。報告柑に石材

焔源院下やぐら群 l 2 の記載なし、写真から凝灰岩 29 
ぐら

と判断
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宝匿印塔（安山岩） 五輪塔（安山岩） 宝簑印塔（凝灰岩） 五輪塔（凝灰岩） 一石五輪塔

塔身 茎礎 空風輪 火輪 水輪 地輪 塔身 碁礎 空風輪 火輪 水輪 地輪
板 文

遺跡名 遺構名 相 傘
反

相 傘
反 数 備考（紀年銘等）梵梵 梵梵 梵梵 梵梵 梵梵梵字 梵梵 梵梵 梵梵 梵梵 梵梵 銘 碑 献

輪 蓋 字字
銘銘 花

字字 字字 字字 字字・ 輪 蓋 字字
銘銘 花

字字 字字 字字 字字 有
部位 量

無有 無有
座
無有 無有 無有 無有誓 無有

無有 座
無有 無有 無有 無有

西管領屋敷南やぐ
第6号やぐら 2 I 1 3 1 I I 30 

ら群

1号窟 1 

正法寺逍跡 5号窟 3 5 31 

表採 4 I 2 3 3 6 4 基礎に応永丁未(1427)

第2号やぐら 1 2 l 

尾藤谷やぐら群 第5号やぐら 2 1 32 

第6号やぐら I 

多宝寺やぐら群 19号やぐら I I 地輪に嘉暦二(1327) 33 

2号窟 I 1 1 I 

3号窟 2 2 2 2 

7号窟 I 

］ I I I 
34 

8号窟

松谷寺やぐら Jl号窟 l I 

前面平場 I l l I l l 

1号窟 2 2 2 2 

2号窟 2 35 

3号窟 2 2 2 2 

1号窟 2 I 6 5 1 I 14 30 44 31 15 53 29 34 
笹目辿跡内やぐら 36 

2号窟 I 2 2 2 2 

月影ヶ谷北やぐら 1号窟 3 3 
37 

群 2号窟 2 l 2 4 

極楽寺近柑やぐら ］ 火水地 l 一石五輪塔は安l.ll岩 38 

極楽寺lFl榜内逍跡
やぐら一括 2 2 5 2 39 

内やぐら

子守神社砦追跡 1号やぐら l l I 40 

1号やぐら l 2 I 2 2 ]] 2 I 3 9 2 7 2 5 5 4 

川名森久地区 地輪に「法阿応永十年(1403)九 41 
2号やぐら 29 4 28 5 28 4 26 8 I 4 4 I 4 l I 28 

月六日」

天神やぐら群 5号穴 6 1 4 II I 9 3 I 5 2 5 18 地輪にI/sf応二(1340) 42 

3号やぐら l J I 43 

和田山やぐら群
2 ・ 3号やぐら 3 他に安山岩の部位不明石搭 l点 44 

陣屋谷戸やぐら群 4号やぐら 1 4 5 ， 3 1 2 45 

正禅寺やぐら群 5 ・ 6号やぐら l 2 l 4 4 6 17 水地 I 46 
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宝匿印塔（安山岩） 五輪塔（安山岩） 宝匿印塔（凝灰岩） 五輪塔（凝灰岩） 一石五輪塔

塔身 茎礎 空風輪 火輪 水輪 地輪 塔身 基礎 空風輪 火輪 水輪 地輪
板 文

遺跡名 遺構名 相 傘梵梵
反

相 傘
反 数 憶考 （紀年銘等）

花 梵梵 梵梵 梵梵 梵梵 梵字 梵梵 銘銘 花 梵梵 梵梵
梵梵 梵梵 銘 碑 部位 献

輪 蓋字字
銘銘

字字 字字 字字 字字・ 輪 蓋 字字 字字 字字 字字 字字 有
量

無有 無有
座
無有 無有 無有 無有 箆 無有

無有 座
無有 無有 無有 無有

長iili地区辿跡第3
1号やぐら

※石材不明五輪塔空風輪 l点、
47 

地点 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 
火輪 l点、水輪 1点

([lヶ崎やぐら 2号やぐら 1 2 3 4 48 

8号穴 I 5 6 6 JI 49 

佐島やぐら群 1号穴 I 
50 

7号穴 I I l 

4号やぐら 4 5 4 3 1 

長坂やぐら群 新 2号やぐら 3 51 

新 3号やぐら下 1 2 2 l 

長坂宮ノliijやぐら
第1号やぐら l l I 52 

群

1号やぐら 1 3 l 2 5 3 水地 3 

2号やぐら I 5 4 l 3 2 
薬王寺やぐら群

満晶寺所蔵板碑(1320年銘）が
53 

4号やぐら I 
立っていたやぐら

2号やぐら 4 I 4 5 

八坂やぐら群
3号やぐら 7 13 12 2 14 

池子追跡群No.15地点 54 
4号やぐら 1 2 2 

5号やぐら I I ， I 4 8 I 6 
げんじが谷やぐら

第1号やぐら I I 55 
群

2号やぐら I I I 
56 

正北寺やぐら群
3号やぐら l 

（小坪 5丁目や
l l I 2 I 1 l 57 

ぐら群）

竹の谷戸やぐら 第 1号やぐら I l I 2 I 2 3 2 58 

1号やぐら 23 13 12 14 I 3 2 3 I 

2号やぐら 12 13 17 14 3 I I 2 2 j 3 4 1 

間口またやぐら群 応安6(1373)年、明徳三 59 
4号やぐら 4 3 3 3 2 5 8 2 7 1 5 2 4 2 (1392)年

5号やぐら 3 2 2 2 I I I I 火水地 I 

長峯所在やぐら 7 7 8 7 60 

合計
53 43 20 35 24 22 40 200 46 232 16 181 38 146 28 7 5 2 2 0 5 0 0 151 77 134 67 169 92 266 91 j j05 6 総計

237 894 14 !048 105 6 2304点

種別比率 10.3% 38.8% 0.6% 45.5% 4.6% 03% 
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神奈川県内の「やぐら」集成 (3)
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18.かながわ考古学財団 2004『大倉幕府北やぐら群』かながわ考古学財団調査報告162

19.東国歴史考古学研究所 1996「杉本寺周辺遺跡内やぐら」 「中世石窟遺構の調査j東国歴史考古学研究所調査研究報

告第 7集

20.東国歴史考古学研究所 1994『中世山腹墓所遺跡の調査 No.302遺跡内やぐら （八雲神社境内）発掘調査報告書j東

国歴史考古学研究所調査研究報告第8集

21.かながわ考古学財団 2001『山王堂東谷やぐら群』かながわ考古学財団調査報告117

22.新善光寺跡内やぐら発掘調査団 1988『新善光寺跡内やぐら発掘調査報告書j

23.かながわ考古学財団 1999「鎌倉城 (No87)所在やぐら群」かながわ考古学財団調査報告74

24.かながわ考古学財団 2000『弁ヶ谷東やぐら群』かながわ考古学財団調査報告94

25.相武考古学研究所 1986『弁ヶ谷やぐら群』

26.かながわ考古学財団 2000「弁ヶ谷やぐら群Jかながわ考古学財団調査報告98

27.かながわ考古学財団 1999「長勝寺跡 (No88)所在やぐら群」かながわ考古学財団調査報告71

28.かながわ考古学財団 2004『長勝寺跡内やぐら群II』かながわ考古学財団調査報告174
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29.神奈川県立埋蔵文化財センター 1985「帰源院下やぐら群」神奈川県立埋蔵文化財センター調査報告9

30.神奈川県立埋蔵文化財センター 1984 「西管領屋敷やぐら群』神奈川県立埋蔵文化財センター調査報告6

31.東国歴史考古学研究所 1998「正法寺遺跡」『中世石窟遺構の調査rn』東国歴史考古学研究所調査研究報告第22集

32.かながわ考古学財団 1999「尾藤谷やぐら群』かながわ考古学財団調査報告64

33.鎌倉市教育委員会 1976『多宝律寺遺跡発掘調査報告書J

34.東国歴史考古学研究所 1998「松谷寺跡内やぐら」 「中世石窟遣構の調査II」東国歴史考古学研究所調査研究報告第

15集

35.東国歴史考古学研究所 1998「松谷寺やぐら」 「中世石窟遺構の調査Il」東国歴史考古学研究所調査研究報告第15集

36.笹目遺跡内やぐら発掘調査団 1990「笹目遺跡内やぐら」 「昭和63年度鎌倉市内急傾斜地崩壊対策事業に伴う発掘調

査報告書』

37.極楽寺旧境内遺跡内やぐら発掘調査団 1992「極楽寺旧境内遺跡内やぐら」『平成2年度鎌倉市内急傾斜地崩壊対策

事業に伴う発掘調査報告書j

38.鎌倉市教育委員会 1983「4極楽寺旧境内北やぐら」 「鎌倉市埋蔵文化財発掘調査年報jI 

39.神奈川県教育委員会 2002「鎌倉市極楽寺 l丁目23の平成11年度急傾斜地崩壊対策事業に伴う立会調壺」 「神奈川県

埋蔵文化財調査報告』44

40.子守神社砦逍跡発掘調査団 2000『子守神社砦遺跡発掘調査報告書』

41.川名森久地区遺跡発掘調査団 1996「藤沢市川名森久地区埋蔵文化財発掘調査報告書Il』

42.横須賀市急傾斜地区埋蔵文化財発掘調査団 1986「横須賀市天神やぐら群の調査j

43.かながわ考古学財団 2003「和田山やぐら群遺跡m」かながわ考古学財団調査報告148

44.急傾斜地区埋蔵文化財調査団 1994「和田山やぐら群の第2次調査j

45.かながわ考古学財団 2000「陣屋谷戸やぐら群遺跡」かながわ考古学財団調査報告84

46.かながわ考古学財団 2004「正禅寺やぐら群』かながわ考古学財団調査報告173

47.横須賀市教育委員会 1993「長浦地区遺跡第3遺跡」 『横須賀市文化財調査報告書』第27集

48.横須賀市教育委員会 1992「16.亀ヶ崎やぐら群」 「横須賀市文化財調査報告書』第26集

49 . 横須賀市急傾斜地区埋蔵文化財調査団 1986 「横須賀市天神やぐら群 • 佐島やぐら群の 2 次調査J

50.横須賀市急傾斜地区埋蔵文化財調壺団 1985「横須賀市佐島やぐら群の調査j

51.長坂やぐら群発掘調査団 1981「横須賀市長坂やぐら群の調査J

52.かながわ考古学財団 2003「長坂宮ノ前やぐら群jかながわ考古学財団調査報告144

53.かながわ考古学財団 2004『薬王寺やぐら群』かながわ考古学財団調査報告176

54.かながわ考古学財団 1997『池子遺跡群wjかながわ考古学財団調査報告26

55.かながわ考古学財団 1999「げんじが谷横穴墓群及びやぐら群」 「かながわ考古学財団調査報告』 62

56.かながわ考古学財団 2003「正覚寺やぐら群jかながわ考古学財団調査報告132

57.小坪やぐら群遺跡調査団 1997「小坪5丁目やぐら群の第2次調査J

58.かながわ考古学財団 2003『竹の谷戸やぐら」かながわ考古学財団調査報告145

59.かながわ考古学財団 2004『間口またやぐら群」かながわ考古学財団調査報告172

60.鎌倉考古学研究所 1981「中郡二宮町長峯所在「やぐら」調査概報」『鎌倉考古』 No.7
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第2表 神奈川県内「やぐら」集成一覧（前回集成遺漏分）

番号 遺 跡名 所在地 基数 立地 調査年月日 備考
文献
番号

98 小網代やぐら群
ニ浦市二崎町小網代1449番、

2 崖裾 1987年6月 160 
1451番

99 松輪間口やぐら
ニ浦市南下浦町松輪608番、 612

5 崖裾 1995年8~9月 161 
番、 614番

107 坂本元屋敷やぐら群 横浜市金沢区釜利谷町1049番 5 崖裾 1982年11月26,27日 162 

※98、99は前回集成 （研究紀要8所収）の遺跡番号、 107は新番号付与

第3表 神奈川県内「やぐら」集成一覧 (2002年4月以降刊行分）

番号 遺 跡名 所在地 基数 立地 調査年月日 備考
文献

番号

宅間谷西第 2やぐら
24 鎌倉市浄明寺二丁目519番 l 崖裾

2001年6月28日～
群

1 
7月18日

163 

覚園寺総門跡東やく‘‘ 2001年7月26日～
27 
ら群

鎌倉市二階堂413番地4、5 1 崖裾 164 
8月10日

37 山王堂東谷やぐら群 鎌倉市大町三丁目1377番 1 1 崖裾
2001年11月20日～

165 
12月14日

45 長勝寺跡内やぐら群 鎌倉市山ノ内557番 l 13 崖裾
2002年7月1日～ 他に造成遺構

166 
8月6日 2基

61 
極楽寺旧境内（史跡

鎌倉市極楽寺一丁目23番
中腹 2000年 2月21日

上杉憲方墓隣接地）
1 
崖裾 （立会調査）

167 

74 和田山やぐら群 横須賀市追浜本町二丁目17-3 3 崖裾
2002年4月10日～ 他に地下式坑

168 
5月8日 1基

93 正覚寺やぐら群 逗子市小坪五丁目45番 1 崖裾
2003年8月28日～

169 
9月18日

やぐら前面の

平場に納骨堂

108 朝比奈砦 鎌倉市十二所字関ノ上310番 1 2 崖裾
2002年3月29日～ 1棟、石組納
7月19日 骨遺構 l基、 170 

荼毘址 1基等
を確認

109 明石谷東やぐら群 鎌倉市十二所882番 l 2 崖裾
2002年6月3日～
7月12日

171 

2001年9月28日～

110 大倉幕府北やぐら群 鎌倉市西御門二丁目792番2 5 中腹
11月2日、2002年 他に横穴墓 1
8月7日～ 9月9基

172 

日

111 松葉ヶ谷奥やぐら 鎌倉市大町四丁目1932番3 1 崖裾
2001年9月14日～
10月3日

173 

112 史跡鶴岡八幡宮境内 鎌倉市雪ノ下二丁目39番3 1 崖裾
2001年3月2日～ 奥壁に円形の
3月7日 翁

174 

113 華光院跡やぐら群 鎌倉市扇ガ谷二丁目191番 1 崖裾
2000年12月21日～
2001年 1月18日 175 

114 真舌院北やぐら群 鎌倉市極楽寺二丁目字493番 1 崖裾
2002年8月7日～
9月4日

176 

115 平六ヶ入やぐら群
横須賀市追浜町＿丁目22-4、

2 崖裾
2003年5月20日～

24-3 5月30日
177 

116 正禅寺やぐら群 横須賀市浦郷町四丁目 6番2他 6 
崖裾 2003年5月19日～ 他に石切跡 1
中腹 6月3日 ヶ所

178 

117 正観寺やぐら群
横須賀市浦郷町＿丁目86番10先、

2 崖裾
2004年6月1日～

88番 l先 21日 179 

117 走水神社やぐら群 横須賀市走水二丁目地内 1 崖裾
2002年7月2日～
7月9日 180 

118 薬王寺やぐら群 横須賀市大矢部一丁目151-5 5 崖裾
2003年6月17日～
7月4日 181 

119 長坂宮ノ前やぐら群 横須賀市長坂三丁目983 2 中腹
2001年8月30日～
9月14日 182 
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番号 遺 跡名 所在地 基数 立地 調査年月日

2001年11月12日～
12月27日

120 まんだら堂やぐら群
逗子市小坪七丁目1245-1他、久

5 
山頂 2002年2月5日～

木九丁目1867他 中腹 2月13日
2003年1月14日～
3月14日

121 竹の谷戸やぐら 三浦郡葉山町長柄131-2番地 1 崖裾
2002年4月2日～
4月10日

123 
白山神社前遺跡所在

三浦市南下浦町菊名字中里286 1 崖裾
2002年5月9日～

やぐら 5月31日

124 金田仙神や ぐら群 三浦市南下浦町1998-1 2 崖裾
2003年7月7日～
7月23日

125 間口またやぐら群 三浦市南下浦町松輪499 5 崖裾
2003年10月8日～
11月14日

※24~83は前回集成（研究紀要8所収）の遺跡番号、 108以降は新番号付与

文献

160.三浦市急傾斜地区埋蔵文化財調査団1987「三浦市小網代やぐら群の第2次調査j

161.急傾斜地区埋蔵文化財調査団1996「松輪間口やぐらの第2次調査J

備考
文献
番号

名越切通とま
んだら堂やぐ
ら群周辺の ト
レンチ調査。

183 
やぐらの基数
は平面図に記
載されている
数

184 

185 

186 

他に土坑墓 l
187 

基

162.坂本元屋敷やぐら群調査団 1983「横浜市金沢区釜利谷町坂本元屋敷やぐら群調査概報」 「横須賀考古学会年報J
No.26 

163.かながわ考古学財団 2002「宅間谷西第2やぐら群IIJかながわ考古学財団調査報告137
164.かながわ考古学財団 2002「覚園寺総門跡東やぐら群I1」かながわ考古学財団調査報告138

165.かながわ考古学財団 2002「山王堂東谷やぐら群I1」かながわ考古学財団調査報告140

166.かながわ考古学財団 2004「長勝寺跡内やぐら群I1」かながわ考古学財団調査報告174

167.神奈川県教育委員会2002「鎌倉市極楽寺l丁目23の平成11年度急傾斜地崩壊対策事業に伴う立会調査」 「神奈川県

埋蔵文化財調査報告J44 
168.かながわ考古学財団 2003「和田山やぐら群遺跡m」かながわ考古学財団調査報告148
169.横須賀考古学会 2004「横須賀考古学会年報JNo.39 

170.鎌倉市教育委員会2002「朝比奈砦発掘調査報告書j

171.かながわ考古学財団 2003「明石谷やぐら群 ・明石谷東やぐら群Jかながわ考古学財団調査報告154
172.かながわ考古学財団 2004「大倉幕府北やぐら群」かながわ考古学財団調査報告162

173.かながわ考古学財団 2002「松葉ヶ谷奥やぐら」かながわ考古学財団調査報告139

174.鎌倉市教育委員会 2003「史跡鶴岡八幡宮境内」 「鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書J19 
175.鎌倉市教育委員会 2003「華光院跡やぐら群」 「鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書」19

176.かながわ考古学財団 2003「真言院北やぐら群jかながわ考古学財団調査報告156

177.かながわ考古学財団 2003「平六ヶ入やぐら群」かながわ考古学財団調査報告159

178.かながわ考古学財団 2004「正禅寺やぐら群」かながわ考古学財団調査報告173

179.かながわ考古学財団 2004「正観寺やぐら群Jかながわ考古学財団調査報告177

180.かながわ考古学財団 2003「走水神社やぐら群Jかながわ考古学財団調査報告147

181.かながわ考古学財団 2004「薬王寺やぐら群Jかながわ考古学財団調査報告176
182.かながわ考古学財団 2003「長坂宮ノ前やぐら群」かながわ考古学財団調査報告144

183.逗子市教育委員会 2004「史跡名越切通」神奈川県逗子市埋蔵文化財発掘調査報告書4

184.かながわ考古学財団 2003「竹の谷戸やぐら」かながわ考古学財団調査報告145

185.かながわ考古学財団 2003『白山神社前遺跡所在やぐら」かながわ考古学財団調査報告146

186.かながわ考古学財団 2003「金田仙神やぐら群」かながわ考古学財団調査報告160

187.かながわ考古学財団 2004「間口またやぐら群」かながわ考古学財団調査報告172
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